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Pseudomonas　aerugin 　osaの 情報処理に関与する遺伝子の 解析 II
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、 梅崎竜市、 中村哲也 、 黒 田章夫 ド

　大竹久夫

【目的】我 々 は 、 R ’aernginosa の 情報処理 機構の 分子 レベ ル で の メカ ニ ズ ム を解 明す

る ため に 、情報処 理 機構にがか わ る遺伝子を多数取得 して 解析を進め てい る 。 本発

表で は 、解析を通 じて 得 られ流情報処理 に関与す る新奇遺伝子にっ い て報告する。

【方法 ・ 結剽 こ れまで 取得され たRadr   f血α5aの 走化性欠損株は、走 化性 を失 うだ ・

けで な く 、 泳 ぐ方向を転換する頻度ち異常にな っ て い 毎 しか し、 NTG 処理で 得 ら

れ た 走化性 変 異株P （B は 、 觀 株 と同じ頻度で方向転換 した 。 PC3 の 変異は ．
　・・CheY 、

CheZ、
　CheAで は 相補され なか っ た。

　 CheBは 部分的にPC3を相補するが、・CheBの さら

に 下流の 領域を も含め ると完全に相補 さやた。 そ こで 、 cheB 下流の DNA 塩基配列を

決 定 した とこ ろ．、 741bpか らなるORFがみいだ された。 こ のORF の予想攀伝子産物

に つ い て ホ モ ロ ジー検 索を 狩っ た ところ 、 高 い 相同性 を示 す配列 酵見い だ され ・第

こ の 遺伝子 が新奇な もの で ある と考え、 便宜的 el（Chalと命名 した。 由 a 鳳 、 比較的疎

水度の 高い タン パ ク質を コ ー ドしてお り、 細胞膜貫通領域と周われる 部分が数カ所

見い だ された。 現在、 dha皸 棄株 を作成して ehelの 機能につ い 七解析 をおこ な っ て い

る とこ ろで あ る 。
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　 622　　 超好熱始原 菌 Pyrococcus　sp ．　 KOE）1 の 16S　rRNA 近傍に 存在す る遣伝子
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鹿 児島県小 宝 島よ り分離 した超好熱菌 KOD　1 株の 系統学的 な分類 を 目的 と して 16S
rDM の 全塩基配列を決定 し た 。 そ の 結果 Pyrococcus属 と Thermoc。ccus 属 との 間で

96％ の 相 同性が 判明 し 丁hermococcaceae科の 場合， 属 の 泱定 に 16S　rRNA 塩基配列の 比

較 は あ ま リ有効 で は な い と判 断 さ れ た 。 今 回 ， その 上流領域 に つ い て ゲ ノ ム シ ーケ ン ス

を 調 べ た と こ ろ rRNA 遣 伝子発 現制御領域部分 に続 き rjbose 　phosphate　pyrophospho
−

kinase（RPPK）遺伝子な どが 確 認で き た 。　RPPK は プ リ ン 1ピ リ ミジ ン合成や
一部の ア ミ

ノ酸合成 に 重要な酵素で あ る 。 さら に 上流に は ATP　syhthase や ubiquitin 　precursor
と部分 的 に 相同 性 め あ るオ ープ ン リ

ーデ ィ ン グ フ レーム （ORF）も存在 す るこ とか ら ，

16S　rRNA 遺伝子 近傍は細脾機能を維 持す るた めに必須の 造伝子群が 集中 して い る領域
の う ちの

一
つ で あ る と思やれ る

♀
ま た上 記 ORF め ア ミ ノ酸配列は い ずれも原核型よ り

も真核型 に 近 か っ た 。 現崔　さ らに上流領域遺伝子 を調ぺ ると共 に 各 ORF を大腸菌内

で 発現さ せ た後， 予想さ れ る酵素活性の 評価 を計画 して い る 。
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